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市町村名 石 岡 市

教 室 名 吉生キッズクラブ

問合せ先 担当者名 生涯学習課 櫻井 千洋 電話番号 0299－43－1111

１ 放課後子ども教室の概要

（１） 開催回数 ６２回 （ 週２回 月 水 ）

（２） 開催時刻 １４時～１７時

（３） 開催場所 吉生小学校（キッズルーム・体育館・運動場・吉生の森）

（４） 運営スタッフ

○ コーディネーター １人

○ 学習アドバイザー ０人

○ 安全管理員 ３人

○ 運営委員 １８人

○ 募集方法
・当該学校との打合せをし，地域の人材を探してもらう。

・生涯学習課独自に，適切な人材に呼びかけをする。

○ スタッフ職歴等

・元教員

・塾講師

・社会教育委員

・小学校ボランティア員

（５） 登録児童数 ４７人

（６） 児童クラブとの連携 なし

２ 放課後子ども教室の活動内容

（１）具体的な活動内容

・キッズルーム・体育館・運動場・吉生の森での自由遊び

・コーディネーター及び指導員企画の事業

例 泥だんごづくり，チャレンジランキング大会，かき氷，ポップコーンづくり，七夕飾りつけ

お月見だんごづくり，茶道教室，キッズダンス，手品，サッカー，読み聞かせ 等

（２）工夫している点

・地域の方々（市民講師，ＮＰＯ法人，地域の老人）を講師として呼び，さまざまな活動をしている。

・保護者に年２回ボランティアで活動の補助及び安全管理を行ってもらっている。

３ 安全対策の内容

（１）活動中の安全確保

・安全管理マニュアルの作成

・３人の指導員がキッズルーム，体育館，運動場及び吉生の森の安全管理を行っている。

（２）下校時の安全確保

・保護者の送迎を義務づけている。

・バス下校者はバス停まで，安全管理員が送りとどける。



４ 参加している方々の感想等

（参 加 児 童）

・キッズクラブでいろいろな友だちと遊んだり，いろいろなスポーツをやったりしてとても楽しいです。指導

員の先生たちも優しいから嬉しいです。

・キッズクラブに参加してよかった。いろいろなことができるから楽しかったです。

（参加保護者）

・毎回子どもを迎えに行くと，校庭や教室，体育館，それぞれの場所で子どもたちが楽しそうに遊んでい

る姿を見ることができました。帰りの車の中では，今日は「こんなことしたよ。」と教えてくれます。学校の

授業では体験できないことも，いろいろと体験できたと思います。学校が終わってから，みんなで安心し

て遊べる場所というのはなかなかないので，是非続けて欲しいです。

・週２回ですが，その日がくるのが待ち遠しいようです。遊べる時間を思いっきりお友達と発散しているよ

うです。いろいろな遊びを覚えては，家でやって見せてくれたりします。指導員の方々にもスキンシップ

をとっていただき感謝しています。家に帰っても遊べず，一人では外で体を動かさない今，キッズクラブ

で人との関わりを通して，思いやりを学んだり，思いっきり大声を出して笑ったりして，子どもらしさが少

しずつ戻ってきたように思います。

・異学年の友だちとたくさん遊べることなど，喜んで参加しており，本当によかったと思います。また，

指導員の先生方が子どもたちにさまざまな体験をさせてくださり，とても感謝しております。

（スタッフ）

・このような事業に協力でき本当によかったと思います。子どもたちの笑顔を見るたびに，是非今後もこ

の事業に協力していけたらと思いました。
茶 道 教 室
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市町村名 結 城 市

教 室 名

たまおかふれあいスクール（結城小学校）

くすのきふれあいスクール（結城西小学校）

きぬがわふれあいスクール（絹川小学校）

問合せ先 担当者名 生涯学習課 叶谷 正 電話番号 0296（32）1899

１ 放課後子ども教室の概要

（１） 開催回数
たまおか（結城小）

３２回（毎月・休業）

くすのき（結城西）

１０回（１０月より月２）

きぬがわ（絹川小）

２１回（月２回金・休業）

（２） 開催時刻
放課後：３時～６時

休業等：９時～１２時

放課後：３時～６時

休業等：９時～１２時

放課後：３時～６時

休業等：９時～１２時

（３） 開催場所 会議室・校庭・体育館 会議室・校庭・体育館 児童会室・校庭・体育館

（４） 運営スタッフ

○ コーディネーター １人

○ 学習アドバイザー ４人 ３人 ２人

○ 安全管理員 ２人 ２人 ２人

○ 運営委員 ２１人

○ 募集方法

・広報紙による募集

・各校にて，ボランティア募集のチラシを全児童に配布。

・地域で子育支援の活動をしている方々等への声掛け。

○ スタッフ職歴等

・主婦で，地域の子育て支援活動を行っている方々

・主婦で，レクリエーション資格を有し，ボランティア活動をしている方

・介護施設で働いている方

・市議会議員で女性活動を推進している方々

（５） 登録児童数 ４６人 ３９人 ５３人

（６） 児童クラブとの連携

あり

（たまおか・くすのき）

・自由遊びの時間には，垣根なく児童同士相談した遊びに取り組んでい

る。その際，指導員や安全管理委員は連携して，児童たちと関わり合いな

がら安全面の管理をしている。

・交流活動として，年１回程度一緒に活動する機会を設けている。

（きぬがわ）

・開催日は，毎回児童クラブと一緒に活動をしている。

２ 放課後子ども教室の活動内容

（１）具体的な活動内容

紙飛行機，ニュースポーツ，自然

観察，ジャガイモ掘り，夏祭り，天

体観察，各種工作，リサイクルゲ

ーム，クリスマス会，そばうち体験

カルタ取り，節分，折り紙，雛祭り

牛乳パック工作，チャレンジ

ゲーム，クリスマス会，カル

タ取り，節分，折り紙お雛様

レク・ゲーム

スライム，七夕会，竹とんぼ作り，

絵手紙，昔話，シャボン玉，ミニ運

動会，どろ団子，ストロー笛，消しゴ

ムはんこ，クリスマス会，カルタ取り

工作，アイマスクなど体験，大正琴

厚紙ブーメラン



（２）工夫している点

・平日開催時間は，こどもたちの開放感あふれる時間帯であるため，参加者の興味関心を高め主体的

に取り組めるようなメニュー設定と時間配分に留意している。

・異学年・異年齢との交流に積極的に取りくめるように，活動前のグループ編制や担当者の役割分担・

配置に配慮している。（リーダーシップの育成）

・メニュー設定においては，普段子どもたちが，体験する機会が薄い活動内容・地域の伝統文化や自然

に触れる体験的活動内容・季節感を感じる内容等を考慮している。

３ 安全対策の内容

（１）活動中の安全確保

・安全管理マニュアルを作成し，開催事前に開催場所で安全管理に関する確認を行っている。

・スタッフ研修として，「救急救命講習会」を実施し，不慮の事故に対応する心構えを身につけてもらうよ

うにしている。

・活動時には，児童の安全を掌握できる箇所への配置を心がけている。

・参加児童の健康調査書（既往症・かかりつけ医）・緊急医療機関一覧を事務局で携帯し対応している。

（２）下校時の安全確保

・児童が待機している場所まで保護者の迎えをお願いし，直接保護者に児童を引き渡している。

・保護者同士連絡し合って相乗りして下校する場合や家族以外のお迎えに関しては，事前に連絡（カー

ドや電話）をお願いしている。

４ 参加している方々の感想等

（保護者）

・子どもは，毎回活動を楽しみにしている。もっと回数増やしてほしい。

・帰ってから，活動の様子を話す機会が増え，親が目にしていない部分での子どもの成長を感じることが

できてうれしい。

・家庭学習を「子ども教室」でやってしまうので，家に帰ってから少しゆったりと過ごすことができる。友達

と思いっきり遊んでくる成果，表情が生き生きして見える。

（指導者）

・地域の中で，教室の子どもたちから「こんにちは」「やあ！おばちゃん」等と声をかけられるととてもうれ

しい。まるで孫が増えたようだ。やりがいや生きがいを感じる。

・子どもたちと一緒に活動することで，エネルギーをもらい，元気になって行く自分を感じる。ありがたい。

続けていると，子どもだけでなく保護者が変わって行くのも（保護者からの感謝の言葉かけやあいさ

つ）感じられる。とてもうれしい。

リサイクルゲーム
みんなで勉強
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市町村名 常 陸 太 田 市

教 室 名 河内放課後くらぶ

問合せ先 担当者名 生涯学習課 平山 電話番号 ０２９４－７２－８８８８

１ 放課後子ども教室の概要

（１） 開催回数 週 1 回（火曜日）

（２） 開催時刻 １４：５０ ～ １６：２０

（３） 開催場所 河内小学校の体育館ミーティングルーム，運動場

（４） 運営スタッフ

○ コーディネーター １人

○ 学習アドバイザー ０人

○ 安全管理員 ０人

○ 運営委員 ２２人

○ 募集方法 市報による公募 学校を通した保護者への呼びかけ

○ スタッフ職歴等 地元の自営業の方 主婦

（５） 登録児童数 ４４人

（６） 児童クラブとの連携 なし

２ 放課後子ども教室の活動内容

（１）具体的な活動内容

運動場での遊び（遊具，ドッジボール，鬼ごっこ 等）・室内での自主学習・読書・昔遊び（けん玉

等）

（２）工夫している点

子どもたちが楽しむことが最重要という観点から，ボランティアが強制するのではなく，子どもたちの

自主性に任せた活動ができるよう工夫している。

３ 安全対策の内容

（１）活動中の安全確保

全児童の活動場所（誰がどこで活動をしているのか）を把握し，各箇所に必ずボランティアを配置し

て活動の状況を確認している。

（２）下校時の安全確保

徒歩の児童は，集団で下校させ，バス利用者はバス停までボランティアが引率する。

４ 参加している方々の感想等

・学校でのことを家でよく話すようになった。以前より生き生きしている。

・大人も混じっていろいろな遊びができるので楽しい。

・低学年には有意義だが，高学年になると遊べる時間が短くなってしまう。

・実施日以外は同じ学年の子供同士で遊んでいるが，実施日にはいろいろな学年の子どもたちと大人

数で遊べるので楽しい。

・日数を増やしてほしい。（ボランティアが増えれば）

・時間を増やして，宿題もできるとよい。
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市町村名 笠 間 市

教 室 名 あ さ ぼ う 教 室

問合せ先 担当者名 生涯学習 G 橋本 祐一 電話番号 ０２９６－７７－１１０１

１ 放課後子ども教室の概要

（１） 開催回数 週２回（月・水曜日）

（２） 開催時刻 １５：００～１６：１０（冬季は１５：５０まで）

（３） 開催場所 東小学校の児童室、体育館、グラウンド等

（４） 運営スタッフ

○ コーディネーター １ 人

○ 学習アドバイザー １ 人

○ 安全管理員 ２ 人

○ 運営委員 ２７ 人（市プラン全体） ・ １３ 人（開設校）

○ 募集方法
特に募集はしていない。コーディネーターは教育長からの推薦、その他の

スタッフについては関係者からの紹介等。

○ スタッフ職歴等

○コーディネーター ・・・ 元校長で市内の方

○学習アドバイザー ・・・ 開設校の非常勤講師

○安全管理員 ・・・ 元会社員で地域の方

○地域学習ボランティア ・・・ 元教諭、地区公民館長などの地域の方

（５） 登録児童数 ４５ 人

（６） 児童クラブとの連携
なし

※ 児童クラブ未開設校のため

２ 放課後子ども教室の活動内容

（１）具体的な活動内容

・将棋・太極拳・ふるさと探検隊（古代米栽培～試食・郷土史・和太鼓の練習・土器の拓本・ﾘｰｽ作り・し

め飾り作り・ふるさと史跡ﾏｯﾌﾟ作り）・民話（地域に伝わる昔話・伝統行事）・読み聞かせ（絵本・紙芝居・

詩）・昔遊び（割り箸鉄砲・折り紙・羽子板・あやとり・お手玉）・書道・こう筆・おやつ作り（蒸しｹｰｷ・ｻﾂﾏｲ

ﾓｽﾅｯｸ）・計算練習（10 回足算）・球技（ﾄﾞｯｼﾞﾎﾞｰﾙ・ｷｯｸﾍﾞｰｽﾎﾞｰﾙ・ｼｬﾜｰﾎﾞｰﾙ）・関東ﾀﾝﾎﾟﾎﾟ探し・ﾘﾊﾋﾞﾘ

体操・ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞｳｫ-ｸ・ゲーム（お団子ﾊﾟｽﾞﾙ・鬼ごっこ・陣取り・タイヤ跳びｼﾞｬﾝｹﾝ・たか鬼・しっぽ取り・手

繋ぎ鬼・割り箸ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙ入れ）・学習ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱへのﾌﾟﾚｾﾞﾝﾄ作り・感謝のつどい（和太鼓の練習成果発表・

ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾄ贈呈）

（２）工夫している点

・異学年で活動グループを形成し、高学年児童が低学年児童の面倒をみるよう指導している。（登下校

など毎日の生活に活動がいかされるよう登校班を中心に班を結成している。）



３ 安全対策の内容

（１）活動中の安全確保

・『安全管理指導員のてびき』を作成し、開始前に活動内容の事前打合せを行い活動中の安全指導をし

ている。また、活動開始３０分前に来校いただき校舎付近や活動場所の巡回や用具類の安全点検を実

施している。

（２）下校時の安全確保

・基本的には集団下校（スクールバス通学の児童が多いため地域ごとに一斉下校している。）

４ 参加している方々の感想等

・参加している子ども達は毎回活動を楽しみにしている。

・参加したくても近所の子が参加できないと下校が一人になってしまうため不安なので参加できない。

・和太鼓の練習成果をみて子ども達の上達ぶりにびっくりさせられた。

・活動を指導してくれるボランティアの方が、指導方法やどこまで注意していいか迷っている。

・地域の方との交流や学校の授業では体験できない活動ができた。

・今後活動メニューや指導手法を工夫していかないと子ども達も飽きてしまう。

・活動時間に制約があるため実施できる内容が限られてしまう。
ふるさと探検隊「和太鼓」
- 8 -
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市町村名 取 手 市

教 室 名 放課後子どもクラブ

問合せ先 担当者名 スポーツ生涯学習課 永島 電話番号 0297-74-2141（内）2055

１ 放課後子ども教室の概要

（１） 開催回数 年間２８８日

（２） 開催場所 設置校の空き教室など

（３） 開催時刻
通常時：授業終了～午後７時 土曜日：午前８時～午後１２時

長期休業時：午前８時～午後７時

（４） 運営スタッフ

○ コーディネーター ０人

○ 学習アドバイザー ０人

○ 安全管理員 ２２人

○ 運営委員 １１人

○ 募集方法
安全管理員は、ハローワークや市広報やポスターにて募集。

運営委員は、学校からの推薦をあげてもらう。

○ スタッフ職歴等 元教諭、幼稚園教諭、保育士などの有資格者、子育て経験者など様々。

（５） 登録児童数 ３５０人

（６） 児童クラブとの連携
あり （一体的に実施）

同じように受け入れ一緒に活動している。

２ 放課後子ども教室の活動内容

（１）具体的な活動内容

・宿題をする。

・季節の行事、自由遊び、工作など。

（２）工夫している点

・集団での遊びの際には、上級生がリードして遊んだりできるよう配慮する。

・1 年生から 6 年生までと学年の幅があり、体力的にも差があるので、活動によっては低学年と高学年

に分けて活動している。

３ 安全対策の内容

（１）活動中の安全確保

・安全管理マニュアルを作成している。

・子どもの自由遊び活動中は、複数の指導員が分散して遊びを見守る。

（２）下校時の安全確保

・基本は保護者の迎えとする。

・仕事の都合などで迎えが無理な家庭もあるので、その場合は 5 時（冬時間；4 時 30 分）にクラブ内の

一斉下校で児童が帰宅する。

４ 参加している方々の感想等

・放課後や長期休業日などに、クラブがあるので安心して過ごすことができる。

・登録しておけば、利用したい月に利用出来るので使いやすい。
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体育館で自由遊び
輪になって遊ぼう
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市町村名 牛 久 市

教 室 名 おくのっ子ゆうゆう広場

問合せ先 担当者名 教育委員会指導課 関 稔 電話番号 029-873-2111 内 3091

１ 放課後子ども教室の概要

（１） 開催回数 ３回 H19.7.12（木）、 H19.10.17（水）、 H20.1.23（水）

（２） 開催時刻 １４：５０～１７：００

（３） 開催場所 奥野小学校の子どもプラン室、体育館

（４） 運営スタッフ

○ コーディネーター １人

○ 学習アドバイザー １人

○ 安全管理員 ０人

○ 運営委員 ０人

○ 募集方法 特に募集はしていない

○ スタッフ職歴等 元教諭（校長） 元幼稚園教諭

（５） 登録児童数 約６０人

（６） 児童クラブとの連携

あり

放課後子ども教室の日は、児童クラブ指導員が中心となって一般児童の

指導を行う。

児童クラブの児童も全員参加し、一体となって実施している。

２ 放課後子ども教室の活動内容

（１）具体的な活動内容

第１回：学習、紙芝居の後、将棋・囲碁・けん玉・折り紙・お手玉・メンコ等をボランティアの方々と一緒に

遊ぶ

第２回：宿題の時間、紙芝居、リコーダー演奏鑑賞の後、ホバークラフトづくり

第３回：花瓶の創作と生け花の後、将棋・囲碁・けん玉・折り紙・お手玉・メンコ等をボランティアの方々と

一緒に遊ぶ

（２）工夫している点

・児童クラブの児童と一般参加児童が区別なく一緒に活動できるようにしている。

・子どもが興味を持って参加できるようなプログラムを考えている。

３ 安全対策の内容

（１）活動中の安全確保

午後４時３０分以降は校庭にて職員１～２名が警備・整理にあたる。

（２）下校時の安全確保

下校時は保護者のお迎えを必ず必要としている。

４ 参加している方々の感想等

・参加児童は「楽しかった」「またやって」という感想が多い。

・保護者も喜んでいる感想が多い。



リコーダー演奏鑑賞
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昔遊びをみんなで一緒に
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市町村名 つ く ば 市

教 室 名 放課後子ども教室

問合せ先 担当者名 生涯学習課 江口 由紀 電話番号 029-836-1111（内 5404）

１ 放課後子ども教室の概要

（１） 開催回数 7 箇所の小学校で計 26 回開催

（２） 開催時刻 13：30～16：30 の間に 1～２時間程度

（３） 開催場所
筑波小学校，北条小学校，小田小学校，菅間小学校，田水山小学校，

田井小学校，大形小学校の空き教室・体育館・グラウンドおよび公民館

（４） 運営スタッフ

○ コーディネーター １人（市社会教育指導員担当）

○ 学習アドバイザー １～３人

○ 安全管理員 10 人未満

○ 運営委員 ０人

○ 募集方法
すでに登録している生涯学習ボランティアに参加を求めることも可能だが、

実際には保護者に声をかけて参加を募っている。

○ スタッフ職歴等

職歴は特に問わないが、活動内容によってスタッフへのニーズが多少左

右されることがある。例えば、昔遊びなら地域の高齢者を交えて世代間交流

ができるように配慮するなど。

（５） 登録児童数 1 回の開催につき 10～80 人

（６） 児童クラブとの連携 なし

２ 放課後子ども教室の活動内容

（１）具体的な活動内容

バルーンアート，おはなし会，むかし遊び，室内ゲーム，工作教室，音楽教室，体育教室，科学教室

（２）工夫している点

対象児の年齢幅が広い場合は活動内容を複数用意し、年齢に適した活動内容を選択できるようにしてい

る。

地域住民や市民ボランティアが参加可能な活動内容を設定し、世代間交流や体験活動をとおして地域

住民との協力体制づくりに努めている。

３ 安全対策の内容

（１）活動中の安全確保

参加者のケガなどについては簡易救急用具を準備し対応する。対応しきれない場合は保健室を利用さ

せてもらう。

（２）下校時の安全確保

集団下校をさせている。もしくは保護者に迎えに来てもらう。

４ 参加している方々の感想等

このような機会を通して地域の大人と子どもの交流や結びつきが生まれればいいと思う。

運営スタッフはなかなか参加する時間がとれないのも現状である。



バルーンアート
エジソンのハテナ？実験室
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市町村名 鹿 嶋 市

教 室 名 大同西子ども教室

問合せ先 担当者名 生涯学習課 小原 電話番号 0299‐82‐2911（内線 296）

１ 放課後子ども教室の概要

（１） 開催回数 週 3 回 （火・水・木）

（２） 開催時刻 １４：３０～１６：３０

（３） 開催場所 元幼稚園舎（大同西小学校隣）

（４） 運営スタッフ

○ コーディネーター １人

○ 学習アドバイザー １人

○ 安全管理員 ２人

○ 運営委員 １人

○ 募集方法 市報かしま掲載，各まちづくりセンターでのポスター掲示等

○ スタッフ職歴等 児童指導経験者，地域の方

（５） 登録児童数 ６６人

（６） 児童クラブとの連携 なし

２ 放課後子ども教室の活動内容

（１）具体的な活動内容

・ペットボトルボーリング ・カルタ ・縄跳び ・だるまさんが転んだ ・各種工作 ・球技 ･宿題 ・紙芝居

・あいさつ、基本的なマナー（ランドセルの整理、下足の揃え）の指導をしている。

（２）工夫している点

・基本的にはコーディネーターを中心に指導者どうしで活動内容を決定しているが、児童の意見を尊重し

流動的に活動をしている。

３ 安全対策の内容

（１）活動中の安全確保

・安全管理マニュアルを活用し安全を確保している。

（２）下校時の安全確保

・活動開始時には先生から直接児童の受け渡しを受け、下校時には高学年のいる場所までスタッフが

案内し、一人で下校しないように安全を確保している

４ 参加している方々の感想等

「保護者」からの意見

・専門のスタッフがいるため安心して参加させることができる。

・様々な地域の方と触れ合うことができて良い。

・いろいろな体験活動が出来てよい。

・それぞれのスタッフが責任を持って活動を実施してほしい。

「子ども」からの意見

・一人だと出来ないがみんなと一緒だと楽しく出来る。

・たくさんの友達ができた。
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・外で思い切り遊べるのが良い。

「スタッフ」からの意見

・各地区の実施内容を把握したい。どのようなことを実施しているか？

・安全面には十分に気をつけている。
紙芝居
外遊び
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市町村名 潮 来 市

教 室 名 潮来市放課後子ども教室

問合せ先 担当者名 生涯学習課 出沼 栄子 電話番号 0299-64-2611 内線 632

１ 放課後子ども教室の概要

（１） 開催回数 月１回

（２） 開催時刻 ９時 ～ １２時

（３） 開催場所 小学校の家庭科室、図書室、体育館、校庭 公民館の調理室、会議室等

（４） 運営スタッフ

○ コーディネーター ２人

○ 学習アドバイザー ２人

○ 安全管理員 ４人

○ 運営委員 ０人

○ 募集方法
ＰＴＡや親父の会、学童クラブの指導員などに参加協力をよびかけながら、

少しずつ人数を増やしていった。

○ スタッフ職歴等 ＰＴＡの幹事会，親父の会，学童クラブ指導員，生活学校

（５） 登録児童数 登録制はとっていない

（６） 児童クラブとの連携 なし

２ 放課後子ども教室の活動内容

（１）具体的な活動内容

・季節を取り入れた活動（クリスマスリース作り、ひな人形作り、七夕飾り、カブト虫の観察会、田植え、稲

刈り、収穫祭、サツマイモ苗植え、芋掘り、焼き芋会、竹の子掘り）

・スポーツ、昔の遊び体験、魚釣り、ザリガニつり、編み物（手編み）、工作あそび、折り紙あそび

・キャンプ、スキー教室、子どもクッキング（お菓子つくり、カレーライスつくり）

（２）工夫している点

・活動内容によって、参加者のばらつきが見られる。少しでも参加者が多くなるような活動内容を提供で

きるように毎回工夫している。

３ 安全対策の内容

（１）活動中の安全確保

・特に調理をするような場合、安全管理員を多くして器具の扱いや火の安全に気を付けている。

・戸外での活動についても、適所に安全管理員を配置し、けがのないように見守っている。

（２）下校時の安全確保

・活動時間が午前中であることで、保護者迎えと一斉下校の場合がある。
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４ 参加している方々の感想等

・昔のあそびや農業体験など、家庭では体験させてやれないので貴重である。

・季節を取り入れた活動も多く、親子で喜んで参加している。

・お菓子作り、料理教室など、家庭では自分の手で作ることはないので、いろいろ経験できると喜んで参

加している。

・異学年同士の触れあいが、学校でも家庭でも減少しているので、子ども教室で少しでも触れ合うことが

できて、貴重な時間である。

・子ども教室以外の場所で出会った時にも、気軽に挨拶が交わし合えるようなそんな関係になればいい

と思って子どもたちと接している。

料理教室
工作遊び
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市町村名 守 谷 市

教 室 名 もりっこひろば

問合せ先 担当者名 生涯学習課生涯学習Ｇ 電話番号 0297-45-1111(内 273)

１ 放課後子ども教室の概要

（１） 開催回数 原則授業日 月～金

（２） 開催時刻 各学年下校時刻～１７：００

（３） 開催場所 守谷小学校の校庭，体育館，図工室，その他

（４） 運営スタッフ

○ コーディネーター 2～3 校に１人（社会教育指導員が兼務）， マネージャー 1 人

○ 市雇用指導員 最大７人（児童クラブ指導員５人＋後子ども教室指導員２人）

○ 地域ボランティア 登録 18 人

○ 運営委員 １１人

○ 募集方法 広報，ホームページ，ポスター，ハローワーク

○ スタッフ職歴等 元教諭，元保育士，地域の方

（５） 登録児童数 １４０人

（６） 児童クラブとの連携

あり

･ 児童クラブ登録の児童は，放課後子ども教室（以降子ども教室）に参加

することを原則としている。

・ 児童クラブと子ども教室の保険を共通にし，クラブと子ども教室間で登録

の移動があった場合でも，別に保険料を徴収しない。

・ 児童クラブ担当職員と子ども教室担当職員は，生涯学習課生涯学習グ

ループに所属し，事務局として協力して業務を進める。

・ 児童クラブ指導員は，子ども教室活動中は，子ども教室指導員と協力し

て活動する。

２ 放課後子ども教室の活動内容

（１）具体的な活動内容

・校庭（遊具，サッカー，一輪車，竹馬，なわとびなど） ・ 体育館（卓球，ドッジボール）

・図工室での工作活動 ・ なかよし広場（コマ，おはじき） ・ 図書室で読書

（２）工夫している点

・教室参加時に名札と参加曜日別名簿を使っての参加確認。

３ 安全対策の内容

（１）活動中の安全確保

１つの活動場所につき，必ず 1 人以上のスタッフを配置し安全を確保する。

・児童クラブ室内に指導員を必ず一人配置，緊急時の連絡係とする。

・マネージャー，指導員向け，ＡＥＤ講習，応急処置研修の実施。



（２）下校時の安全確保

・午後 5 時，保護者またはそれに代わる大人のお迎え。

・お迎えの時に，児童が着けている教室用の名札を保護者が指導員に返却する事で，引渡しの確認

をする。

４ 参加している方々の感想等

児童＞「たくさんの友だちと遊べる。 」「外で思いっきり遊べて楽しい。」「工作が楽しい。」

ボランティア＞「子どもからエネルギーがもらえる。」「子どもの知り合いができた。」

「子どもとの交流は楽しい」「街中であいさつをかわすようになった。」

保護者＞「部屋の中でゲームする時間が，外で元気に遊ぶ時間になった。」「友だちが増えた。」

「ボランティアのみなさんにとてもお世話になっています。」
草鞋作り
- 20 -

ドッジボール
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市町村名 常陸大宮市

教 室 名 大賀小学校放課後子ども教室（わくわく教室）

問合せ先 担当者名 生涯学習課 松﨑英政 電話番号 0295-52-1111(内線 343)

１ 放課後子ども教室の概要

（１） 開催回数 月～金（毎日）

（２） 開催時刻 １４：００頃（授業終了後） ～ １７：００

（３） 開催場所 大賀小学校の会議室

（４） 運営スタッフ

○ コーディネーター 1 人（市の担当）

○ 学習アドバイザー 2 人

○ 安全管理員 4 人

○ 運営委員 15 人(市運営委員会)

○ 募集方法 ・区長さんを通して，地域の方で適した方を紹介していただいた。

○ スタッフ職歴等 ・元教諭で地域の方（２名），地域の方（３名），保護者（１名）

（５） 登録児童数 ３９人

（６） 児童クラブとの連携 なし

２ 放課後子ども教室の活動内容

（１）具体的な活動内容

・宿題，遊び，アクセサリー作り，茶道体験等

（２）工夫している点

・月一回指導員会議を開催し，情報交換を行っている。

３ 安全対策の内容

（１）活動中の安全確保

・安全管理員が校庭等の出入り口付近に立っている。

（２）下校時の安全確保

・低学年の児童においては，高学年の児童の下校時刻に合わせて一緒に下校している。

・17:00 まで参加する児童は，保護者が迎えに来ている。

４ 参加している方々の感想等

・家に帰った後，一人で過ごしていた子どもが，放課後に友達と過ごす時間ができてよかった。（保護

者）

・長期に渡って子どもと関わると，子どもの成長を感じることができた。（指導員）
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貝がらを使ったアクセサリー

作り 
自主学習もします
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市町村名 筑 西 市

教 室 名 村田わくわく体験教室

問合せ先 担当者名 生涯学習課 滝田 誠 電話番号 ０２９６－２２－０１８２

１ 放課後子ども教室の概要

（１） 開催回数 ７３回（毎週２回：月・水曜日）

（２） 開催時刻 午後２時３０分～５時３０分

（３） 開催場所 筑西市立村田小学校

（４） 運営スタッフ

○ コーディネーター １人

○ 学習アドバイザー １人

○ 安全管理員 １人

○ 運営委員 １５人

○ 募集方法
「地域子ども教室推進事業」にスタッフとして関わりを持っていた方が、継

続して教室の運営にあたってくれている。

○ スタッフ職歴等 教職員ＯＢ

（５） 登録児童数 ４２人

（６） 児童クラブとの連携
あり

教室を開催している時間に児童クラブの子どもたちが参加している。

２ 放課後子ども教室の活動内容

（１）具体的な活動内容

創作活動、茶道、自然観察会、オセロ・将棋、調理教室、読み聞かせ、ビーチボールバレー、グラン

ドゴルフ、けん玉等

（２）工夫している点

「放課後児童クラブ」とゆるやかな連携を結び、地域のボランティアの力を活用し、創作活動やスポ

ーツ活動、体験活動などを通じて、子どもにとって安全で安心な異年齢、異世代間の交流の場を提供

している。

３ 安全対策の内容

（１）活動中の安全確保

月間の活動計画を前月中に２枚配布し、１枚に児童の参加予定を記入してもらい、併せて活動日に

は事前に出欠カードを提出してもらって、児童の参加の明確な確認を行う。活動中は、コーディネータ

ー、安全管理員及び学習アドバイザーが、児童の安全確認に努める。

（２）下校時の安全確保

活動日の出欠カードに当日迎えにくる保護者を記入してもらい、その保護者に引き渡すことにより

児童の安全確保を図っている。
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４ 参加している方々の感想等

村田わくわく体験教室には、放課後児童クラブに登録している児童も参加している。「お茶や調理実

習等の楽しい体験に、子どもたちは目を輝かせて取り組んでおり、異学年の児童同士が交流することに

より、気配りや相手を思いやる気持ちが芽生え、体験を通して心の豊かさも育ってきているようだ。」とい

う意見もある。

ルーペでじっくり観察
自然観察
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市町村名 稲 敷 市

教 室 名 古渡小学校放課後子ども教室

問合せ先 担当者名 生涯学習課 朝賀 隆行 電話番号 ０２９７－８７－３４３９

１ 放課後子ども教室の概要

（１） 開催回数 月 ～ 金 （ 毎 日 ）

（２） 開催時刻 日課終了後 ～ １５：３０

（３） 開催場所 稲敷市立古渡小学校の体育館・グランド・空き教室

（４） 運営スタッフ

○ コーディネーター ０人

○ 学習アドバイザー ２人

○ 安全管理員 ６人

○ 運営委員 ０人

○ 募集方法
小学校を通して募集通知を配布

放課後子ども教室の説明会を開催し，内容説明と併せてスタッフ募集

○ スタッフ職歴等

学習アドバイザー：古渡小学校勤務の非常勤講師

教育実習生（実習終了後）

安 全 管 理 員：PTA の保護者（１名は幼稚園教諭経験者）

（５） 登録児童数 ６９ 人

（６） 児童クラブとの連携 なし

２ 放課後子ども教室の活動内容

（１）具体的な活動内容

・グランド及び体育館：自由遊び

・空き教室：宿題及び予習・復習

（２）工夫している点

・『放課後子ども教室報告日誌』の活用

子どもたちの活動中及び下校時に，学習アドバイザーや安全管理員が注意したことや気付

いたことを書き，翌日職員室で全教職員が確認し，スタッフと教職員が共通理解を図っている。

３ 安全対策の内容

（１）活動中の安全確保

・安全管理員を全学年参加の日（月・木）は４名，低学年のみ参加の日（火・水・金）は３名勤務

しており，活動場所ごとの児童数に合わせて安全管理員を配置している。
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（２）下校時の安全確保

・教室参加者の下校班を編制し，終了後は必ず班を作って整列させてから下校させている。

低学年のみの参加の日については，高学年の下校に合わせて下校させている。

・学区が広いため，学習アドバイザーと安全管理員が地区を分担し，車で巡回している。

４ 参加している方々の感想等

保護者

○ 家でゲームをするよりは外で元気に遊んで欲しいと思い参加させました。息子はバス通の子や

家が遠くて遊べない子と遊べるのがとても嬉しいようです。たくさんの友だちと関わることにより，

良い刺激を受け，家に帰ってから「今日○○したよ」と楽しそうに話してくれます。また，帰りは安

全に帰れるようにと車で付き添って頂き，とても安心して参加させて頂きました。心から感謝いた

します。ありがとうございました。

児 童

○ とてもおもしろくて，友だちもいっぱい作れて良かった。

○ 普段なかなか遊べない友だちと一緒に遊べるようになって良かった。

参加の確認

一輪車，竹馬遊び
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市町村名 神 栖 市

教 室 名 土合小学校子ども教室

問合せ先 担当者名 生涯学習課 石橋 勉 電話番号 0479-44-6496

１ 放課後子ども教室の概要

（１） 開催回数 年１２回（土曜日）

（２） 開催時刻 ９：３０～１１：３０

（３） 開催場所 土合小学校 体育館，コンピュータ室

（４） 運営スタッフ

○ コーディネーター ０人

○ 学習アドバイザー ４人

○ 安全管理員 ４人

○ 運営委員 １４人

○ 募集方法

・PTA 役員及び会員，子ども会育成会，地域住民など運営委員会より協力

要請しスタッフを募集

・市内県立高校へボランティア協力の依頼により募集

○ スタッフ職歴等 特に職歴は確認していない

（５） 登録児童数 ６０ 人

（６） 児童クラブとの連携 なし

２ 放課後子ども教室の活動内容

（１）具体的な活動内容

小学校を拠点として、体育館及び特別教室を使用しボール遊び（A コース）パソコン教室（B コース）の２

教室を年１２回土曜日の午前中（２時間）開催する。

（２）工夫している点

パソコン教室の講師として、県立高校生が指導者として参加している。

３ 安全対策の内容

（１）活動中の安全確保

緊急時の対応及び連絡ができよう安全管理マニュアルを作成している。

各教室に安全管理員として、２名以上を配置する。

（２）下校時の安全確保

土曜日の午前中に実施しているため、特に実施していないが教室終了後は、寄り道しないで帰宅する

よう指導する。

４ 参加している方々の感想等

・高校生指導者として、子ども教室事業に参加していますが、子ども達と仲よくなり、開催日を楽しみにし

ています。またボランティア活動として子ども達に指導することで自分に自信がでました。
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体育館でボール遊び

パソコン教室

パソコン教室
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市町村名 行 方 市

教 室 名 子ども茶道教室

問合せ先 担当者名 生涯学習課 永作 賢司 電話番号 ０２９１-３５-２１１１内２５６

１ 放課後子ども教室の概要

（１） 開催回数 ９月下旬～１０月中旬の週１回（土又は日）、３会場・全１２回及び発表会

（２） 開催時刻 ９：３０～１１：００

（３） 開催場所 麻生公民館の和室、北浦公民館の和室、玉造公民館の作法室

（４） 運営スタッフ

○ コーディネーター ０人

○ 学習アドバイザー ８人

○ 安全管理員 ０人

○ 運営委員 ０人

○ 募集方法
地元にいる講師、「大日本茶道学会 荒張 社中」と協議しスタッフを紹介し

ていただく。

○ スタッフ職歴等 「大日本茶道学会 荒張 社中」の門下生

（５） 登録児童数 ３２人

（６） 児童クラブとの連携 なし

２ 放課後子ども教室の活動内容

（１）具体的な活動内容

土日を活用し、書道教室・陶芸教室・茶道教室・ハイキング・自然体験ツアー・七宝焼き・彩玉及び

カルメ焼き・フラワーアレンジメント等様々な学習機会の提供と子どもの居場所作りを確保した。

（２）工夫している点

教室で学んだことを、発表する場を設けるようにしている。

３ 安全対策の内容

（１）活動中の安全確保

教室開催前の注意事項確認及び学習アドバイザーによる安全管理を行っている。

（２）下校時の安全確保

保護者が迎えに来ている。

４ 参加している方々の感想等

参加している子ども達及び保護者の方々にも講評であり、平成２０年度において回数を増やす予定

教室もある。



練習風景
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茶会風景
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市町村名 小 美 玉 市

教 室 名 オアシス堅倉（堅倉小放課後子ども教室）

問合せ先 担当者名 学校教育課 関野 文夫 電話番号 0299（48）1111 内 2221

１ 放課後子ども教室の概要

（１） 開催回数 月～金（毎日）

（２） 開催時刻 基本的には１４：００～１８：００

（３） 開催場所 小美玉市立堅倉小学校の余裕教室

（４） 運営スタッフ

○ コーディネーター １人（各子ども教室・各児童クラブ巡回）

○ 学習アドバイザー ３人

○ 安全管理員 ０人

○ 運営委員 ０人

○ 募集方法 市広報誌及びハローワークにおいて公募。

○ スタッフ職歴等 放課後子どもプラン事業に理解ある地域の方など。

（５） 登録児童数 ３１人

（６） 児童クラブとの連携

なし

どのような連携をしているか？

堅倉小学校は、平成１９年度中は放課後子ども教室のみ実施し、平成２

０年度から放課後子どもプランとして両事業を実施。

２ 放課後子ども教室の活動内容

（１）具体的な活動内容

授業が終わり、教室に来ると出席を一人一人学年、性別、時間の申告をする。出席の申告終了

後その日の清掃当番を確認して、出席ボードに名札をかける。次に宿題を行い、宿題のない場合は

工作やゲームをする。また教室外活動については月曜日から水曜日はグランドで遊び、木曜日、金

曜日は体育館で遊び、遊び終了後、おやつ・掃除を日課として、集団生活も学べるようにしている。

（２）工夫している点

３ 安全対策の内容

（１）活動中の安全確保

安全管理マニュアルを作成しており、室内活動及び屋外活動時において指導員が常に監視できる

体制をとっている。

（２）下校時の安全確保

保護者（同居親族含む。）が迎えに来ている。

４ 参加している方々の感想等

学年の違う子どもとの遊びができることがよい。

友達が増えた。

宿題をすませて帰ってくるので勉強面でよかった。

夕方まで安心して家を空けることができるようになった。
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みんなで楽しく遊びます

創作活動
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市町村名 大 洗 町

教 室 名 磯浜りんりんくらぶ

問合せ先 担当者名 生涯学習課 海老沢 稔 電話番号 ０２９－２６７－０２３０

１ 放課後子ども教室の概要

（１） 開催回数 毎週火曜日 （年間３７日）

（２） 開催時刻 放課後～１８：００

（３） 開催場所
大洗町立磯浜小学校内 ふれあい交流センター（会議室）

国際ルーム及び校庭・体育館等

（４） 運営スタッフ

○ コーディネーター １人

○ 学習アドバイザー ２人

○ 安全管理員 ５人

○ 運営委員 ７人

○ 募集方法 PTA 役員・委員の保護者から募る。広報紙による呼びかけを予定。

○ スタッフ職歴等 自営、主婦、ボランティア活動経験者など

（５） 登録児童数 １２４人 （1 年生は５月に募集）

（６） 児童クラブとの連携

あり

放課後子どもクラブの実施の日は、子どもクラブの体験活動に、参加しても

らい、児童クラブの指導者と併せて一緒に活動している。

２ 放課後子ども教室の活動内容

（１）具体的な活動内容

教室での、折り紙、手話等の各種体験・交流活動等。自主学習。

校庭・体育館での、ドッジボール、サッカー等のスポーツ活動。

自由遊びとして、鉄棒、ブランコ等。

（２）工夫している点

体験活動に重点を置き、ほぼ毎回体験活動の講師を招へいし体験活動の指導をしていただいてい

る。

史跡などの見学会や、土器拾いなど教育委員会の協力をいただきながら連携し事業を進めている。

また、町から放課後子ども教室事業としての委託をうけ、会計を預かることで、比較的融通のきく事

業展開を進めることができ、より効率的な運営を進めている。

３ 安全対策の内容

（１）活動中の安全確保

校庭から出る場合を除いて、特に注意を払うのは、不審者の侵入への警戒である。また、児童それ

ぞれが別々の遊びに夢中になっていて気付かず接触するなどの、事故の予防。

（２）下校時の安全確保

原稿時の安全確保については、保護者や家庭からの迎を原則とし、それを子ども教室参加の条件

としている。



４ 参加している方々の感想等

自分たちの活動を心から楽しんでいるボランティアの皆さんから、子どもたちは多くのことを学んでくれ

ていると思う。そのためにも安全な空間の中で自由な活動が着る場を確保すべく努めている。また、家

庭や、学校での日常生活の中では体験できないことも多くあり、将来いろいろな場に遭遇した際、いかに

多くのポケットを持っているかで的確な対処の選択につながっていくから、大切な財産になると思う。

一方で、一人ひとりの子ども達にきちんと向き合えるような、態勢作りがなかなかできず苦心してい

る。そのためにも、長期的課題として児童館のような専用の活動場所の確保が望ましいと考えている。

また、週 1 回の活動についても回数を増やし、もっと多くの子供たちが参加できるよう受け入れ態勢の充

実を図りたいと思う。さしあたっては、高学年の児童に関しては、親の迎えがなくても参加できるようなシ

ステムの検討も必要ではないかと考えている。
七輪を使っての土笛の

色付け

焼き芋もつくったよ
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「うまくかけたかな？」
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市町村名 大 子 町

教 室 名 だいご小学校放課後子ども教室

問合せ先 担当者名 生涯学習課 田那辺 孝 電話番号 ０２９５－７２－１１４８

１ 放課後子ども教室の概要

（１） 開催回数 ３０回

（２） 開催時刻 午後２時から午後６時まで

（３） 開催場所 大子町立だいご小学校 体育館

（４） 運営スタッフ

○ コーディネーター １人

○ 学習アドバイザー ３人

○ 安全管理員 ９人

○ 運営委員 １０人

○ 募集方法 小学校を通じ，全児童にチラシを配布。

○ スタッフ職歴等 元教員，元公務員 ほか

（５） 登録児童数 １７人

（６） 児童クラブとの連携 なし

２ 放課後子ども教室の活動内容

（１）具体的な活動内容

・学習活動（各自宿題に取り組む。）

・自由活動（体育館内で自由に遊ぶ。ドッヂビー，なわとび，オニごっこ 等）

・工作活動（折り紙やペーパークラフト 等） ・時節のイベント（節分やクリスマスのおたのしみ会）

・おやつタイム ・読み聞かせ

（２）工夫している点

・月の目標を決め，全員で取り組む。（うがい，手洗いの励行，元気な挨拶 等）

・マイカップ運動

３ 安全対策の内容

（１）活動中の安全確保

・スタッフが交代でリーダーを務め，全体に目を配る役割を設けている。

・毎回，活動前と活動後にミーティングを行い，情報交換を密にしている。

・月に１回，全スタッフが集まりミーティングを行っている。

（２）下校時の安全確保

・家族のお迎えを実施している。

・お迎えカードを作り，身分の確認を厳しくしている。

４ 参加している方々の感想等

毎回，楽しく活動できているとの感想が多い。

保護者からも非常にありがたいとの声をいただいている。

次年度も開催するときは，必ず参加するという児童がほとんどです。
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みんなでなわとび

楽しいおやつタイム



- 37 -

市町村名 美 浦 村

教 室 名 安中子どもの遊び場

問合せ先 担当者名 生涯学習課 黒坂 進 電話番号 029-885-4451

１ 放課後子ども教室の概要

（１） 開催回数 ７回（不定期） 年間

（２） 開催時刻 １４：００～１６：００

（３） 開催場所 体育館、校庭、家庭科室

（４） 運営スタッフ

○ コーディネーター 1 人

○ 学習アドバイザー 10 人（２団体とボランティア）

○ 安全管理員 3 人（１団体）

○ 運営委員 16 人

○ 募集方法 各種団体から募集

○ スタッフ職歴等
元教諭・元国家公務員・元地方公務員・元会社員・自営業等様々で地域の

方

（５） 登録児童数 随時募集

（６） 児童クラブとの連携 なし

２ 放課後子ども教室の活動内容

（１）具体的な活動内容

ドッチボール・大豆うつし・輪投げ・割箸鉄砲・ネックレス作り・バドミントン・指風車・空き缶弓矢作

り・スイカの種飛ばし・紙工作・ミニ門松作り・指編み・凧作り・凧揚げ

（２）工夫している点

学習アドバイザーと児童とのコミュニケーションを大切にする。

学習アドバイザー同士の交流を図る。

３ 安全対策の内容

（１）活動中の安全確保

安全管理員が巡視する。

（２）下校時の安全確保

下校時は親が迎えに来る。

４ 参加している方々の感想等

放課後子ども教室を継続してほしい。

体験したことがない遊びが楽しかった。

学習アドバイザーが優しく教えてくれて良かった。
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指編み

大豆うつし
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市町村名 河 内 町

教 室 名 かわちチャレンジスクール

問合せ先 担当者名
生涯学習 G

足立 誠 ・ 万代 史子
電話番号 ０２９７－８４－２８４３

１ 放課後子ども教室の概要

（１） 開催回数 年２回

（２） 開催時刻 １５：００～１６：３０

（３） 開催場所 生板小学校体育館

（４） 運営スタッフ

○ コーディネーター １人

○ 学習アドバイザー ８人

○ 安全管理員 ２人

○ 運営委員 １人

○ 募集方法 ボランティア団体に依頼

○ スタッフ職歴等 更生保護女性会・ユースクラブ

（５） 登録児童数 ２８人

（６） 児童クラブとの連携
あり

事前に参加人数の通知や開始前・終了後の児童の引き渡しなど。

２ 放課後子ども教室の活動内容

（１）具体的な活動内容

昔の遊び→大豆うつし・けんだま・フラフープ・おりがみ・ゆびあみ・わなげ

（２）工夫している点

・子供達が興味をもって遊んでもらえるよう、チャレンジカードを作成した。

・遊び方などボランティアの方々に教えてもらい、子供達との交流をはかってもらった。

３ 安全対策の内容

（１）活動中の安全確保

・安全管理マニュアルを作成

・子供達が遊ぶブースには、ボランティアの方についてもらった。

（２）下校時の安全確保

・保護者のお迎えの出来る方を、参加の条件にした。

４ 参加している方々の感想等

・遊んだことのない遊びがあり、楽しかった。

・指編みは好評で、家に帰っても何個も作った。

・子供達がみな、きちんとルールを守って遊んでくれた。

など、好評でありまたやりたいという声が多かった。



- 40 -

大豆うつし

けん玉
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市町村名 利 根 町

教 室 名 利根町放課後子ども教室

問合せ先 担当者名
生涯学習センター

海老原 保博
電話番号 0297－68－3263

１ 放課後子ども教室の概要

（１） 開催回数 週 4 回（月～木）月 約月 14 回（冬休み・春休み除く）

（２） 開催時刻 14:00～18:00

（３） 開催場所 文小学校

（４） 運営スタッフ

○ コーディネーター 1 人

○ 学習アドバイザー 1 人

○ 安全管理員 1 人

○ 運営委員 12 人

○ 募集方法 ・ 利根町社会教育委員の紹介

○ スタッフ職歴等 ・ 塾講師 ・ 地域の方

（５） 登録児童数 5 人

（６） 児童クラブとの連携 なし

２ 放課後子ども教室の活動内容

（１）具体的な活動内容

・ 新しい友だちとの輪を大切に。 ・遊びで覚える子どもたちの仲間関係の強化。

・ 英語で会話レッスン・ 英語で質問練習 ・植物の観察 鳥の観察 ・

・ 子どもたちによる放課後子ども教室のルールを作る。

・ 予習・復習

（２）工夫している点

・ 子どもたちが自主性をもって勉強や遊びの中で友だちの輪を強く考える事に工夫している。

３ 安全対策の内容

（１）活動中の安全確保

・ 1 時間置に学校の校庭及び学校の外周等の不審者の確認

・ 開始期間中の子どもの安全確認 ・ 防災等の確認

（２）下校時の安全確保

・ 父兄が学校に迎えに来るまでの安全には、注意している。

・ 安全管理委員が子どもたちに、いろいろ注意を払っている。

４ 参加している方々の感想等

・ この事業に関して、学校では、出来ない学習が出来るとのこと（英語で自分の名前が書ける）

・ いろいろな観察、見たことも無い植物の観察。

・ バスでの利根町の歴史についての散策。

・ 遊びから友達関係の絆。

・ 子どもが帰った後に家での会話に子ども教室の 1 日の出来事を話し親とのコミュニケーションがとれ

る。



- 42 -

みんなで英会話

勉強楽しいね
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（募集案内等）


